
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025ゆきぶんだより 

「オールドメディア」のススメ              副校長 中森 裕 

 

 昨年の流行語大賞のトップテンにも入った言葉「オールドメディア」。旧来からある新聞などのメディ

アを指す言葉です。インターネット等による SNSなどのいわゆる「ニューメディア」に対してそう呼ば

れ、敬遠されがちな風潮が強まっています。しかし、私はこの「オールドメディア」である新聞が好き

です。SNS で情報を得る方が、最新の情報を手に入れることができるので良いという反面、SNS は見

る人の好みに合わせてカスタマイズされ、その人にとって「心地よい」コンテンツばかりが知らず知ら

ずのうちに提供されていくそうです。新聞だとまったく興味のない記事も目にとまり、新しい発見があ

ります。皆さんも、新聞を開いてみませんか。 

 

２月の行事予定 

５ 木 出張あそびあむ 10:30～ 

13 金 ゆきぶん集会 

20 金 
卒業を祝う会（参観・懇談会）
13:30～ 

※出張あそびあむ…舞鶴市子育て交流施設あそびあむの協力の

もと、あそびあむの大型遊具やものづくりが行永分校で楽しめる

体験学習です。保護者の皆様の参加も大歓迎です！ 

京都府立舞鶴支援学校 

   行永分校２月号 

 

 京都府の事業「学校・アート・出会いプロジェクト」の一環として、綾部市
の陶芸作家の株 麻沙子さん（苔柿窯）と他２名を講師として招き、陶芸体
験を行いました。 
今回チャレンジしたのは、マグネットと小物入れ作りです。マグネットは、ピ
ンポン玉くらいの大きさの粘土を、握ったりつまんだりして粘土の感触を楽
しむことをねらいながら、造形しました。ちょっとひんやり冷たい粘土を自分
の手でムニュッと力を加えると、それぞれ個性的で面白い形が出来上がり
ました。（焼きあがったら、磁石をつけて完成です。）小物入れは、あらかじめ
平らな器に形作られたものから、縁の形を変えたり道具を使って模様を付
けたり、ひも状の粘土や型抜きした粘土を貼り付けたりするなどして、手を
加えてオリジナルの小物入れを作りました。粘土の感触を味わうことはもち
ろん、道具も上手に使って、慎重かつ大胆に創作活動を楽しんでいました。 
子どもたちの作品は、講師の先生に持ち帰っていただき、乾燥や施釉、焼
成などの工程を経て、2月～3月頃に完成する予定です。焼き上がって戻っ
てくる日が待ち遠しいです！ 

〒625-0052舞鶴市字行永 2510-17 

TEL 0773-63-6700  FAX 0773-63-6701 

Mail maizuru-yukinaga-s@kyoto-be.ne.jp 

HP http://www.kyoto-be.ne.jp/maizuru-yukinaga-s/cms 

 

季節の行事に触れる機会として、「書初め」
や「福笑い」、「お茶会」を行いました。 

3学期の始業式に、校長先生から「目標をも
って生活すると毎日がわくわくする。」と話があ
りましたが、それぞれの学級で、今年一年の抱
負を話題にしながら活動を行いました。今年も
元気で楽しく、実りの多い一年になりますよう
に！ 

陶芸体験 

 季節の取組 


